























育一 理論と実践」という大 きなタイ トルの中で,「言語学習環境論」 と
いうコンセプ トをめ ぐって,こ とばと文化の統合ということを考えてみた
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いと思います。本 日の 「生きた鳥を野に放つ教育理念」 というサブタイト
ルは,1999年に刊行 した拙著 『日本語教育 と日本事情一 異文化を超 え








































今日の発表 レジュメは次のものを用意 しました。OHPを使 うかパワー㌧
ポイン トを使 うか悩んだんです が,き わめて伝統的 なもの にしました。 フ
ラ ンスの,あ る教育 学者 の こ とばなんですが,「形式 は伝 統 内容 は革
新」 とい うの を今 日の私 のキ ャ ッチ フ レーズ としたい と思 い ます ので
(笑),どうぞ よろ しくお願い します。
「「言語」と 「文化」の捉え方と 「総合活動型日本語教育」の概念プラン」
〈巻末参照〉
1-2言 語A・ 文化Aの 立場









ました。そして,そ れを言語 と文化 という二つの面から両方に一番端 とい
う形になる言語Aお よび文化Aと して並べてあります。そして,さ らにも







のような関係があるか とい う視点によって,言 語Aの 方を見ていただ く
と,例えば日本語という言語はこういう構造を持っているというふうなこ





法でい くら学習 しても日本語 という言語そのものを運用することはで きな
いということです。これは日本語に限ったことではあ りません。例えば,







者と しての教 師が 自分の教室 として何 をめ ざすべ きなのか とい う,そ の視
点だろ うと思 います。 ことば を理解す るためには,ま ずその構 造 を知 るべ
きだと考える立場 はご く一般 的にあ ります。だか ら,日 本学の一部 として
日本語学を講ず る とい うことは決 して悪い こととは私 も思い ません。 しか
し,も し教室 の目的が学習者の コミュニケーシ ョン能力獲得 をめ ざす とい
うことであるな らば,言 語Aの ような立場は大 きな矛盾 を抱 えているこ と
にな ります。多 く言語Aの 立場 を とる時 に,コ ミュニケー ション能力の問
題は横 に置 いておいて,日 本語が どうい う言語 かとい うことを解説す る講
義は,日 本研究であ った として も,日 本語教 育 と呼ぶ には問題 があると思
います。コ ミュニケー シ ョン能力 の獲得 とい う意味で,両 者には大 きな溝
があ ります か ら。
1-3言 語Bの 立場
次に,そ のまま横 にずれていただいて,言 語Bを 見てみ ましょう。言語
Aに対 して,こ こでは明 らかに知識 として言語 を教 えるとい うことからコ
ミュニケー シ ョン能力 をつけるとい うふ うにフ レームその ものが移 ってい
ます。つ ま り,言 語 の 目的は何か とい うと,や は り運用である と,運 用 と
は何か という と理解 と表現の往還 関係 であ るとい うことです。 したが っ
て,そ うい う理解 と表現 の往還関係,つ ま りコ ミュニケー ション能力 をこ
こでつ けてい くことが必 要だとい う立場が言語Bの 立場 だ と思 います。
ところが,こ こで一つ 問題があ ります。それは この表 の① 「言語 の捉 え
方」が言語 を集団社会 にお ける対 人相互作用 として捉 え,そ の社会 の言語
を学習 し運用 で きる ようにす ることが言語学習である とい う立場 を とるこ
とです。 これ を考 えてい くと集団社会 とい うコンセプ トが一つ のキーワー
ドにな ります。 とい うのは,表 の③番 目の 「目的」 の ところにある集団社
会による言語 の差異 に注 目 し,そ の社会への理解 ・適応 を図 るため とある
わけですが,簡 単 に言 う と,要 するにソシュールがかつ て定義 した ラング













第30課日本語学習テキス トの内の第5課 までには過去の表現 とそれから例
えば日常的な買い物等のみたいな場面がある。そうすると,この過去の表
現,昨 日何をしましたかというところで,身 の回りの状況 を説明させるよ
うな表現を使わせる場面を設定するということになります。たとえば,昨














たは何をしましたか」 と教師が聞いて,学 習者が 「昨日のことは覚えてい
ません」 と言ったらそれで終わりですね。ここでは今,き わめて単純化し













そ こで,今 度 は文化Bの 方へ 目を転 じてみ ましょう。 これは今 までの 日
本研 究的な ものから,も う一歩進 んで,も っとアクテ ィブな 日本,現 在の
日本 を,と い うところに 目を向 けてい ます。 それは学 習者が知 りたい こ
と,学 習者 の二 一ズ に合 わせ た問題 を考えていこうとい うことになってい
るのだ と思い ますけれ ども,そ れは言語Aが 言語Bに 変容 したように,文
化Aも 文化Bに 変容 して きたわけです。 もちろんこれはコ ミュニケー シ ョ
ン能力 を付 けるとい う前提の基 に文化 と言語 とい うのは相互 に近寄 って き
たというように考 えることが出来るだろう と思い ます。で,も ちろんだか
らと言 って,文 化Aの 日本学が必要 がないとか,そ んなこ とを申し上 げる
つ もりは全 くご ざいません。歴 史学 という分野,社 会学 とい う分野,人 類
学 とい う分野,こ のように様 々な分野が あって,そ れ はそ こで学問領域 と













て捉 え,そ の社会の人問の行動 ・思考の様式 を学習することが 「文化学
習」であるとします。つまり,ここで典型的に言われるのは日本人の行動







時間はあ りません。ただ,簡単に言います と,この文化Bの 立場では,人
間を集団社会の産物 として捉えてしまうということなんです。たとえば,
日本に来る留学生のほとんどがその動機 として,ま ず日本語 と日本文化を
学びたいというんですね。そこで,日本文化って何ですかというと,日本





つ ま り,一 体 日本人 とは何 か,あ るいは日本社会 とは何か とい うその文
化の線引 き,つ ま り文化 と文化の どこに線 を引 くのか ということが非常 に
問題 になるわけです。た とえば,現 代の社 会に関す る情報 は,テ レビやイ
ンターネ ッ トその他メデ ィアによって世界 の どこにいて も今やい くらで も
手に入 りますが,現 代 的な状況 あるい はメディアによる様 々な現象,そ れ
を知 るこ とが 日本事情 を知 ることであ り,日 本文化 を教 える ことなの だと
考えていいのだろ うか,と い う問題なんです。 ここに潜 んでいるのは,日
本人の行動様式 や思考形態 を教 えようとい うことで,私 たちはどうも日本
人とい う一括 りの集 団類型化 とい うこ とを行っているのではないか と考 え
られるか らなんです。そ して この ことは,先 ほ ど言 いま した人 と人 とのコ
ミュニケーシ ョン とい うことを考 える とき,こ うした集団類型化が及 ぼ し
ている弊害 というの は計 り知 れないと恐ろ しくなるんです。
1-5言 語 と文化を統合する立場








































話にもありました,母語 と第二言語の統合という問題 と重なりますけれ ど
も,母語であろうと第二言語であろうと,言語を使 うということは常に大


























のが教室の中に存在 し,それをどうやって相互のや りとりによって交換 し
合うかというプロセスそのものが教材になるという考え方です。簡単に言




























問題が発見され,次 に解決されてい くプロセスがあります。そ して,最 終
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的にその問題が何 らかの形で収束 を見 ます。それは一人一人 の学習者が納
得す る形で進行 してい くわけですか ら,当 然,そ れにはある達成感が生 じ
ます。 この達成感 を期待す るとい うことが この教室活動 には とて も重要で
す。先程 も申 し上 げま したけれ ども,そ れ は教 師が設定 したバーチ ャル リ
アリティー ・ゲームではな く,現 実にその学習者 自身が 自分の明確 な意思
を持 ち,そ れを確信す る,そ うい う場 としての言語学習 の場,そ れをつ く
ることが言語教育 だとい うことなんです。当然 それは学習者一人一人の個
の表現,つ まり一人一人の表現 を持つ とい うことに繋が ります。つま り,
みん なが同 じこ とを しなければな らない とい うことではないですね,一 人
一人違っていていい んだ と,違 っていたら違っている とい うことを表現 し
た上で,当 然のことと して他 者 と関わってい く。 そこで,一 つの達成感 の
ある ような仕事 を しよう とい うのが この教室活動 のおお まかな枠 組み で
す。私の場合 はレポ ー ト集 を作 る とい う活動 を してい ます。今,お 回 しし
ているのは,こ の秋2001年度 の秋学期で行 った最新の もので,こ の二 月に
出来上が った ものです。 「眠れ ない25人の 「私」 と熱い 日本語」 とい うタ
イ トルがついてい ますけ ど,25人とい うのは一 クラスの人数です。 この25
人の中の3分 の1は 昨年新 しく立 ち上げた大学 院日本語教 育研究科 の学生
が実習生 としてここに参加 しています。こ こで実習生 は学習者 と一緒 にレ
ポー トを書 くとい うことを4ヶ 月,15週にわたってや ります。彼 らの レ
ポー トも留学生 と一緒 に印刷 されてい ます。
こうい うレポー ト集 をとにか く学期の終 わ りに公開する,イ ンターネッ
トにのせ る,世 界中の人が見 る。 日本語学習 してい る人達が注 目す る とい
うような形 に しますので,無 責任 に勝 手なこ とを書 くわけにはいか ない。
こうしたことは,学 習者 に とっては自分 として責任のある ものを想定 して
いかなければいけない ことにな ります。これが当面の課題 と目標です。内
容は見 ていただ ければわか るよ うに,自 分 が今一番興 味の持 っている こ
と,た だそれだけです。それについて書 いてい くとい う作業 です。
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2-3問 題発見解決学習の3つのポ イン ト
以上が,総 合活動型言語教育と しての問題発見解決学習,こ れは今回の
ワークシ ョップのテーマの一つになっています。 この問題発見解決学習 と
い うところが重要 なポイン トです。 この 「レポー トを書 く」 とい う活動 に
は三つのポイン トがあ ります。
① 「私」をくぐらせたテーマ設定→ ステレオタイプの剥 ぎ取 り
② インタビュー ・原稿の推敲 ・クラス内ディスカッション ・相互評価→
インターアクションと自己相対化
③ 動機 と結論の一貫性による他者説得の論理獲得→ 思考 と表現の往還
による言語活動の活性化
まず①私 を くぐらせ たテーマであ るとい うこと。簡単 に申 します と,対
象 を自分の問題 として捉 えるということです。誤解 しないでい ただ きたい
のですが,こ れは 自分 の私生活を語る ということではあ りませ ん。私 も自
分 の私生活ではあ ま り語 りた くない ことがあ ります しね。 もちろん,個 人
のプ ライバ シー を侵害す るもので もあ りません。 ここで,「私 をくぐらせ
る」 とい うことは,対 象 を自分 の問題 として捉 える こと,つ ま り,一 般論
として語 らない とい うことです。例 えば,日 本 が好 きと言 った時 に,何 で
日本が好 きか とい うと,日 本で仕事が したいんです。それ じゃ,な ぜ 日本
で就 職が したいです か とい うと,そ れ は 日本経 済は発展 しているか らで
す,と い うような答 えの場合,こ こには,な ぜ 自分 は 日本が好 きか とい う
固有の問いがあ りませ んね。す なわち対象 を一般論 として しか捉 えていな
いわけです。そ うであれば,別 にそ の人が書かな くて もいい問題 で もある
わけです。 日本経済の概説が知 りたい なら,図 書館 にい くらで も参考書 が
あるで しょう。学問,研 究,何 で もそ うだ と思 いますが,結 局,自 分 の問
題 としてそのテーマが きちんと把握 されていないか ぎりロクな ものにはな
らないわけです。 これはある意味で はア カデ ミック ・ス トラテジーに繋が
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るこ とで はないか と思 います。ですか ら,こ こでテーマ を決める時 には,
私の問題 として捉 える とい う姿勢が非常 に重要 だ と考 えています。
そ して,② の イ ンターア クシ ョンが この教室 では非常 に重要 にな りま
す。インタビューである とか,原 稿の推敲,ク ラス内でのデ ィスカッショ
ン,そ れか ら,最 後 に行 う相 互評価 とい うよ うな問題が それです。 これ
は,す べ てインター アクションとそれ による 自己相対化 とい うような問題
に連続 する一連の活動です。 それか ら,も う一つは③他者 を納得 させ る論
理 ということ。社会 における他者 を説得 し納得 させ るためにはどうして も
論理が必要です。 この意 味は,た だ論 理的であればいい とい うだけのこと
ではな くて,他 者 を納得 させ ることがで きるか どうか,他 者への説得の た
めに必要 なの は,や は り他 者 と自己 との共通 の論理 で しょう。その場合
は,レ ポー トとしての動機 と結論の一貫性 とい うものが問題 にな ります。
つま り,動 機で述べ てい るもの と結論 で言 っている ことが矛盾 していては
他者は納得 しない,つ ま りいい レポー トではない とい うこ とです。 もう少
し深い ところで考 えると,こ の問題は,思 考 と表現 の往還だ とい うふ うに
考える ことができます。つ まり,考 えている ことと表現 とをいか に往還 さ
せ,そ こで,そ の言語活動,厳 密 にい うと言語文化活動ですが,そ の言語
文化活動 をい かに活性化 させ るか とい うこ とがたいへ ん重 要だ と思 いま
す。ですか ら,自 己の問題 として捉 える,そ れか ら,イ ンター アクシ ョン
を取 り入れる こと,そ して他者が納得する論理 を,と い う三つが この活動








インターアクシ ョンの 中で解決 してい く作業です ね。
この問題 でつねに話題 になるのは,ル ールブ ックが作 りに くい,マ ニ ュ
アルが作 りに くい とい うことです。マニ ュアルを作 って しまうと,そ のマ
ニ ュァルを通 れば楽 にで きるか とい うとそ ういうわけ には行 かないのが問
題です。 む しろ,一 人一人 の担 当者が 自分 の ポジシ ョンを しっか り持 っ
て,自 分 のポジションか ら発信 してい く,そ うい う姿勢 が必 要です。 いわ
ばマニュァル は一人一人の ためにあ る ということにな りますが,自 分 のマ
ニュァル は自分でつ くる しかない とい うこ とにな ります。ですか ら活動の
内容 とか方法 とか考 え方が どんなものが あるか ということは,も ちろ ん今
これか ら考 えて行 か なければいけない し,そ れ も固定 させ るので はな く
て,自 分 の問題 としてそれ を常 に考 えつづけてい くとい う点で常 に流動 的
な ものだ とい うことです。そ して,最 後 に重要 なこ とは評価 の ことです
ね,つ まり,点 数 をどうするか とい う現実問題 なんです。こ こでは,評 価
とい うもの を何 か客観 的 な ものに よって,そ れ に預 ける とい う評価 をせ
ず,あ くまで も,一 人一人が 自分の判 断,自 分の基準 を しっか り持 って,
その合意 を形成 してい くという考え方 に立 ちます。やや分か りに くい か も
しれ ませ んが,担 当者 は評価 についての権 限を放棄 する とい うこ とも考 え
られ ます。そ うい う過激 な評価方法 ですが,そ れ を私 は合意形成 としての
評価 とい うふ うに呼 びたい と思って.います。つ まり,評 価 は客観的で な ら
なければならない とい う思い込みが教室の活性化 を妨 げてい るとい うのが
私 の立場です。この場合の客観 的とい うの は,と にか く数値化 して,そ れ
を もとに学習者 を序列化 しようとい う考え方を指 してい ます。評価 とい う
ものは,常 に主観 的な もので しか ない,そ の主観的 な もの なんだけ れ ど
も,合 意形成 をす ることに よって,我 々は納得 し合 うことが で きる し,そ






















































[付記]本 稿は,2002年3月22日にドイッ ・ベルリン日独センターで行われた ド
イツ語圏大学 日本語教育研究会(テ ーマは 「グローバル化時代の日本語教育・日本
事情教育一 理論 と実践」)での基調講演 「言語学習環境論一 生きた鳥を野に放
つ教育理念」の内容を,当 日参加の張珍華さん(早稲田大学学大学院日本語教育研






「言 語 」 と 「文 化 」の 捉 え 方 と 「総 合 活 動 型 日 本 語 教 育 」 の 概 念 プ ラ ン
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9「oup thingbycommunicatlonofandagreementbecomeimpQr一
differentlanguageasgrouptantmrelationwithother
soclety individuals
ClassまficatlonLanguageessentialislnLanguagerelativismLanguage-cultureoverallism
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CultureB CultureA Type
文化B 文化A
Relativesocialview Tra(1ition-valuedview Viewpoint
Consi〔lercultureasinteraction【nsocia1ConsidercultureasaproductofgrouPPerceptionof
groupan(1considertolearnsocia重behav一societyan(iconsidertolearn王nformation,1anguage
iorandthinkingas[culturelearning】knowledgeasa[cultureIeaming】
Observing(lifferentstyleofbehaviorandTounderstand,preservean(lsuccessofPurpose
癒inkingofgroupsocietypromotes valueasoutcomeofsoclety
understandingandadaptiontosociety
BehavioranddlinkingstylelnsocietyValueofsocialtra〔工itionan〔lpropertySubject
(includingcustomofdailylife)
PerformactlvitiesthatfindsocietyofUnilateralteachingasan正nformationandMetho(i
oneselforotherswithculturaldlfferenceknow edge
ingroupsociety
Asfactors正ikethecommunitygroup,Beingdoneasseparately(江ifferentactRelation
ethicgroupornationswiththepartiaIfromlanguageleaming Withculture
overlapping,thebeingemphasizedasso一 e(1ucation
cialdifferences
UseamediationlanguagebycaseU amediationlanguagetoprimaryorMedl tioΩIan一
intermediatelevelleamerSandUSeaguage
learninglanguagetoadvancedIearners
SocialcomparlsonmaterialorrecordofExplainingaboutliterature,history,phi一Teachingma一
dailylife 10sophy,economyetc. teriaI
Observe[culture】asbehaviorandむhink一Observe[culturelassocialoutcome.Struct re
ingstyleininteraction Fixed/substantialleaming
Fixed/ Objective
Socialinteraction/ 〈LargeC>
Objective
くsmallc〉
Needofmutualunderstan(lingan(1awa一Nee(iofknowle(1geandinformationasAttitude
renessthat(hfferentthingbycommuni一valueofsocialgroup
cationof
differentcultureasgrouPsociety
Culturerelativism Cultureessentialism Classification
(本表の英訳には,全映宣さん(早稲田大学大学院日本語教育研究科修士課程〉の協力を得た。)
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